
久御山町　吉川　剛史さん
つ よ し

顧
客
の
要
望
で
台
木
・
穂
木
を
選
択

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
苗
が
好
評

女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟

　地産地消を応援
デザインの力で　

木津川クリエイター部

荒
廃
農
地
の「
非
農
地
判
断
」を
推
進

伊
根
町
農
委
会
が「
要
領
」を
決
定

伝
統
の
筍
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
毎
日
発
信


公認団体　　　　　　　　　　　　　　　　
同志社大学フットサルクラブＴＲＥＢＯＬと

京都市　清水大介さん

　　　タイアップ

「地区連」で京力農場プラン検討
委
員
が
戸
別
訪
問
で

「
農
家
の
意
向
」集
約

宇
治
市
農
委
会

夏
野
菜
（
ナ
ス
）
の
苗
を
育
て
る
吉
川
さ
ん

　
５
５
０
年
の
伝
統
を
誇
る
淀
苗
産

地
の
久
御
山
町
で
苗
農
家
の
長
男
と

し
て
育
ち
、
７
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
就

農
し
た
吉
川
剛
史
さ
ん
（

）
。
現

在
、
ハ
ウ
ス

棟
で
野
菜
苗
を
生
産

し
、
全
国
各
地
の
野
菜
農
家
、
種
苗

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
し
て

い
る
。

　
台
木
も
穂
木
も
自
家
生
産
の
強
み

を
活
か
し
て
、
土
壌
条
件
や
ニ
ー
ズ

に
適
応
し
た
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
接

ぎ
木
苗
」
を
生
産
。
顧
客
の
要
望
に

あ
わ
せ
た
苗
づ
く
り
が
評
判
だ
。

　
近
年
は
、
農
業
大
学
校
の
卒
業
生

を
通
年
雇
用
。
苗
の
繁
忙

期（

～
５
月
）以
外
は
、

ハ
ウ
ス
で
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ
ス
、
キ

ュ
ウ
リ
な
ど
野
菜
の
生
産

を
拡
大
し
て
い
る
。

　
農
大
生
な
ど
就
農
を
め

ざ
す
若
者
の
追
加
採
用
を

検
討
中
の
吉
川
さ
ん
。

「
雇
用
を
通
じ
て
、
農
業

経
営
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、

従
業
員
の
若
者
に
技
術
を

伝
え
て
、
農
業
後
継
者
の

育
成
に
も
貢
献
し
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

　
（
久
御
山
町
農
業
委
員

会
）

７６（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）４月２３日（金）

商品の価値を伝える写真・イラスト・パッケージデザインな
どの技術で地産地消を応援するクリエイター部のメンバー

森林原野化した荒廃農地（Ｂ分類）の現場を確認する農
業委員（日出地区）

自慢の筍畑で語る清水さん、
今が旬の筍詰め合わせ

笠
取
・
東
宇
治
地
区
連
絡
会
議
で
は
、
地
域
農
業
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
た
（
４
月
５
日
）

　
宇
治
市
で
は
、
農
業
委
員
会

委
員
が
戸
別
訪
問
で
「
農
家
の

営
農
意
向
」
を
把
握
し
、
市
内

を
４
地
区
に
区
分
し
た
「
地
区

連
絡
会
議
（
地
区
連
）
」
を
中

心
に
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で「
集
落
座
談
会
」
が
開
催

で
き
な
い
た
め
、
農
業
委
員
会

委
員
が
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配

布
回
収
を
担
当
し
、
市
農
林
茶

業
課
が
集
計
結
果
を
整
理
。
４

人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
進
行
役
を
務
め
る
各
地
区

連
で
、農
業
委
員
ら
が「
５
年
後

や

年
後
に
貸
し
た
い
農
地
、

売
り
た
い
農
地
な
ど
を
筆
別
に

色
塗
り
し
た
地
図
」を
見
な
が

ら
京
力
農
場
プ
ラ
ン
実
質
化
の

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
。

　
山
間
部
を
中
心
に

集
落
を

カ
バ
ー
す
る
笠
取
・
東
宇
治
地

区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
担

い
手
の
減
少
と
高
齢
化
」
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
「
地
域
と

し
て
新
規
就
農
促
進
と
高
収
益

作
物
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
が

必
要
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
今
月
５
日
の
地

区
連
で
は
「
貸
し
た
い
・
売
り

た
い
農
地
の
対
応
方
向
を
検
討

す
る
た
め
、
高
齢
農
家
の
聴
き

取
り
調
査
を
行
う
こ
と
」
を
決

定
。
あ
わ
せ
て
、
将
来
の
農
地

保
全
に
必
要
な
農
道
整
備
に
向

け
た
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
続
け

る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
笠
取
・
東
宇
治
地
区
で
は
、地

区
連
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
農

家
の
意
向
を
集
約
し
、本
年
度

中
に
地
域
農
業
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
計
画
を「
京
力
農
場

プ
ラ
ン
」に
ま
と
め
る
予
定
だ
。

　
地
区
連
代
表
の
村
田
昇
造
推

進
委
員
は
、「
農
地
管
理
の
省
力

化
に
向
け
て
、ス
マ
ー
ト
農
機

の
導
入
な
ど
新
た
な
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　
伊
根
町
で
は
、
農
地
利
用
状

況
調
査
で
判
明
し
た
荒
廃
農
地

に
つ
い
て
、
京
都
府
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活

用
し
た
効
率
的
な
非
農
地
判
断

の
実
施
方
法
を
検
討
。
森
林
原

野
化
し
た
荒
廃
農
地
を
対
象

に
、
３
月
の
農
業
委
員
会
総
会

で
「
非
農
地
判
断
要
領
」
を
決

定
し
、
本
年
度
か
ら
非
農
地
判

断
を
推
進
し
て
い
く
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
遊
休
農
地
の

リ
ス
ト
と
地
図
を
も
と
に
現
地

を
確
認
し
、
農
地
と
し
て
再
生

す
る
可
能
性
が
な
け
れ
ば
非
農

地
と
判
断
し
、
事
務
局
に
報
告

す
る
。
山
中
に
あ
り
現
場
に
行

け
な
い
場
合
は
、
目
視
か
図
面

の
み
で
非
農
地
と
判
断
。
正
確

な
位
置
が
確
定
で
き
な
い
場
合

で
も
「
周
辺
を
含
め
て
農
地
性

が
な
け
れ
ば
非
農
地
」
と
判
断

し
て
事
務
局
に
報
告
す
る
。

　
各
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
の

結
果
は
、
事
務
局
が
整
理
し
て

定
例
総
会
に
付
議
。
全
委
員
の

同
意
を
得
て
、
農
業
委
員
会
と

し
て
非
農
地
と
最
終
決
定
す
る

予
定
だ
。

（
伊
根
町
農
業
委
員
会
）

　
伝
統
の
京
都
式
軟
化
栽
培
で

京
都
西
山
特
産
の
筍
（
タ
ケ
ノ

コ
）
を
守
る
清
水
大
介
さ
ん

（

）
は
、
収
穫
作
業
の
繁
忙

期
で
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

「
筍
の
生
育
状
況
」
を
ほ
ぼ
毎

日
発
信
。
一
年
を
通
し
て
「
筍

と
季
節
の
野
菜
」
の
情
報
を
拡

散
す
る
た
め
、
学
生
時
代
に
所

属
し
た
公
認
団
体
同
志
社
大
学

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｂ

Ｏ
Ｌ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
り
、

援
農
隊
の
受
け
入
れ
、
圃
場
見

学
会
や
京
都
中
小
企
業
家
同
友

会
の
入
会
な
ど
、
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
新
た
な
固
定
客
の
開
拓
に
よ

り
、顧
客
は
３
５
０
人
を
超
え
、

学
生
時
代
の
友
人
や
飲
食
店
か

ら
の
注
文
な
ど
で
関
東
か
ら
の

受
注
も
急
増
し
て
い
る
。

　
２
年
前
に
「
農
業
経
営
塾

（
府
農
業
会
議
主
催
）
」
に
参

加
し
、
「
筍
の
付
加
価
値
向
上

と
伝
統
技
術
の
継
承
」
「
食
育

活
動
の
推
進
」
に
邁
進
（
ま
い

し
ん
）
す
る
目
標
を
明
確
に
し

た
清
水
さ
ん
。
伝
統
的
な
筍
栽

培
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
刷
新
し
、
商
品
と
一
緒
に
届

け
る
活
動
や
、
小
学
校
の
食
育

授
業
、
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
を
通
じ
て
農
業
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　
「
郷
土
が
最
高
級
の
筍
産
地

で
あ
る
こ
と
を
多
く
の
若
者
に

伝
え
る
た
め
、
伝
統
の
栽
培
技

術
を
し
っ
か
り
継
承
し
つ
つ
、

仲
間
と
つ
な
が
り
情
報
発
信
を

続
け
て
い
き
た
い
」
（
清
水
さ

ん
）
と
決
意
を
語
っ
て
い
る
。

　
木
津
川
市
に
は
、
地
産
地
消

を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
方
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
木

津
川
ク
リ
エ
イ
タ
ー
部
」
が
存

在
し
ま
す
。

　
木
津
川
市
農
政
課
の
農
（
み

の
り
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
２
０
１
６
年
に
発
足
。

部
員
は
、
木
津
川
市
に
住
ん
で

い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ

ン
、
ラ
イ
タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
、プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
で
、

生
産
者
の
想
い
や
考
え
、
地
場

産
品
の
魅
力
や
、
地
域
の
良
さ

な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
エ
イ
タ
ー
部
が
発
行
す

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
は
、
と
て

も
読
み
や
す
く
、
惹
（
ひ
）
き

つ
け
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
・
写
真

を
見
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
、
地
元

産
品
の
Ｐ
Ｒ

用
に
部
員
の

み
な
さ
ん
が

制
作
さ
れ
た

の
ぼ
り
や
看

板
を
見
る
と

う
れ
し
く
な

り
ま
す
。

　
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
視
点

や
伝
わ
り
や

す
い
表
現
の

力
で
、
若
い

方
に
も
地
元

野
菜
の
良
さ

が
伝
わ
っ
て

い
る
と
感
じ

ま
す
。

　
私
も
、
農
業
を
通
じ
て
魅
力

的
な
地
域
を
創
る
活
動
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
木
津
川
市
農
業
委
員
会
・

赤
穂
海
佳
委
員
）


